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監視から診断、チューニングまでシームレスに行うには!?
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システム管理における主要な課題
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パフォーマンス管理

• パフォーマンス問題の迅速な解決

• 潜在的なパフォーマンス問題の発見など

セキュリティ管理

•定期的なセキュリティ検査

•不審なアクセス形跡のチェック など

可用性管理(BCP)

•障害時、災害時の迅速な復旧

•バックアップリカバリの手順の確立 など

構成変更管理

•構成情報の記録、変更履歴の管理、情報提供 など

オートメーション

•プロビジョニングの自動化 など

：



パフォーマンス問題の解決までにひそむ「カベ」
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問題の発見

要因の分析

解決方法の発見

パフォーマンスの状態を監視し、問題
点を発見

パフォーマンス情報をもとに、アプリ
ケーションやデータベースインスタンス
のどこに問題があるかを分析

パフォーマンスに影響を与えている要
因をとりのぞくための方法を検討し、
実装

パフォーマンス問題の解決までにはおもに
「要因の分析」「解決方法の発見」というカベが存在する

問題の発生

問題の解決

カベ



パフォーマンス管理にみられる典型的な課題

Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved. 6

問題の発見

要因の分析

解決方法の発見

問題の発生

問題の解決

CPU使用率などOS層のリソース監視を中
心にして問題を検知

エンジニアによる手作業

問題が発生してから診断データを集める

情報収集だけで時間がかかる

「再現待ち」の時間が長い

要因の分析に時間がかかる

個人のスキルに依存

外注するためコストがかかる

手作業によるミスが発生

手戻りの発生

情報収集、分析、対処にきわめて多くの工数がかかっている



スムーズな問題解決に求められるもの

• 問題の発見
• “症状”を監視する

• データを集め、”原因”の傾向を知る

• 要因の分析・解決方法の発見
• 平常時からの診断情報の蓄積

• 高度な診断機能の利用
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効率的・予防的な問題発見のために

• システムの各層で発生する”症状”を監視する

• ボトルネックの個々の原因は多岐にわたるため、すべてをアラート通知する
のは困難かつ非効率

• ボトルネックにより生じる現象を監視、アラート通知することで簡素化、漏れ
を防止

• Oracle Database外のボトルネック

• CPU ネック

• I/O ネック

•ネットワーク待ち,  etc.

• Oracle Database内のボトルネック

• ロック競合

• ブロック競合

•キャッシュ・フュージョンの遅延

•処理量増加に伴う遅延

Oracle Database
の遅延の発生

•待機時間の増加

•待機イベント(クラス)による待
ち時間が増える

•アクティブ・セッション数の増加

•SQL 実行中のサーバープロ
セスが積み上がる

遅延を引き起こす原因 遅延により生じる現象の例
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データベース層(Oracle Database)の場合



効率的・予防的な問題発見のために

• データを集め、”原因”の傾向を知る

• システム各層のアクティビティを示す各種統計を継続的に取得し、システ
ムごとの傾向をつかむ

• システムの特徴、これまでに発生した障害などから、”原因”になりそうな
項目をアラート通知の対象にする

• アラート通知する項目は増やし過ぎない

• 処理量の指標

• SQL実行数、論理読み取り、CPU使用量

• 更新処理の指標

• トランザクション数、REDO生成量

• I/O負荷の指標

• 物理読み込み、物理書き込み

• 待機イベント

• その他

• 解析数、ハード解析数

アラート通知しない項目、統計も、分析用に履歴
保存しておくことが重要！
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Oracle Databaseの場合



性能分析の考え方

• 分析の基本は「比較」

• 平常時と障害時で大きな違いがないか、徐々に増えていないか

• (例1)平常時のSQL実行数 vs障害時のSQL実行数

• (例2)平常時の論理読み取り vs障害時の論理読み取り

• (例3)平常時の待機イベントの傾向 vs障害時の待機イベントの傾向

• 障害時のデータだけでは判断ができないことも
• 平常時から情報を取得しておく
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高度な診断ツールの利用
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ユーザー視点での
パフォーマンス分析

アプリケーションの
パフォーマンス分析

データベースの
パフォーマンス分析

• 高度な診断ツールの利用
• 手作業での取得が困難な診断デー
タを、ツールを使って取得

• ユーザーエクスペリエンスのデータ

• Javaアプリケーションのプロファイリ
ングツール

• データベースのセッション情報分析
ツール

• etc.



システムの各層ごとにデータを取って
管理するだけでも大変ですし、ツールも乱立気味です
何よりデータの分析にこそ時間がかかっています

Oracle Enterprise Managerのパフォーマンス管理
機能を利用することで、問題発見から診断、解決までを

スムーズに実施できます
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Oracle Enterprise Manager

• 統合化されたシステム管理
• アプリケーション管理

• インフラストラクチャ管理

• 業務視点のビューも提供

• 開発～運用のライフサイクルを効率化
• 包括的なテスト

• 予防的な監視

• 深い診断と問題解決へのアドバイスなど

• オラクル環境に特化した多彩な機能群
• EBS向け機能群

• Oracle Databaseのチューニング機能 など

13

IT投資価値の最大化とTCO削減
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Oracle Enterprise Managerの機能エリア
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(主に開発者向けの機能群)

Application Management

インフラストラクチャ管理
(主にインフラ管理者向けの機能群)

Infrastructure Management
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Oracle Enterprise Managerの機能エリア
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パフォーマンス管理
Application Performance Management
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ユーザー視点でエラーや
パフォーマンスの状況を記録、監視

アプリケーション内のボトルネック
切り分けやDBにまたがる分析

データベースの自動分析と
チューニングのアドバイス

ユーザー視点での
パフォーマンス分析

アプリケーションの
パフォーマンス分析

システム視点での
パフォーマンス分析

データベースの
パフォーマンス分析

と解決

トップダウンでパフォーマンス問題の発見、分析と解決
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データベースのパフォーマンス分析と解決
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問題の解決

解決方法の発見

要因の分析

問題の発見

• データベース特有の指標から
性能問題を発見

• 現在のセッションを分析し、遅延の原因に
なっているセッションやSQLを即座に特定

• データベース/SQLのチューニング
アドバイスを取得、実装

• 定期レポートで経過観察

• データベース総合診断結果を参照し、
ボトルネック発生個所や影響範囲を把握



課題：既存の統合監視ツール等との共存

• 多くの場合、統合コンソールを導入済み
• JP1 / Integrated Managementなど

• ツールの乱立は不便
• オペレーターが監視するコンソールの増加

• 運用手順の変更、複雑化
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OracleDB /
OS

Fusion
Middleware /

OS

Java Apps /
Oracle Apps

Oracle Enterprise Manager

JP1 / Integrated Management

パフォーマンス管理
監視 / レポート etc.

他社製品

統合監視



解決法：連携によるコンソールの統合

• シームレスな監視・診断・チューニング

• 最終的な監視コンソールをJP1/IMに統合

• Oracle Enterprise Managerによる詳細
な問題発見結果をJP1/IMに通知

• 問題発生時にはドリルダウンによって詳
細なパフォーマンス管理(診断・チューニ
ング)作業を実施
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OracleDB /
OS

Fusion
Middleware /

OS

アプリケーション

Oracle Enterprise Manager

JP1 / Integrated Management

他社製品

アラート通知 /
ドリルダウン



企業情報システム全体の一元管理を一台のコンソールで実現。

各種サーバ メインフレーム 日立ストレージ

拠点

統合管理
サーバ

統合コンソール

連携製品

イベントコンソール画面

•JP1イベントによる事象の集中監視syslog、

SNMPトラップなどをイベント表示

•重要イベントの対処･未対処表示

•4つのマーキングにより対処状況が一目瞭然

•フィルタリングにより必要なJP1イベントを選別

•統合機能メニュー、ガイド機能

•各種JP1アプリケーションの画面の呼び出し。

OEMなど、他のアプリケーションも登録可能。

•ユーザー独自イベント定義

•ユーザーアプリケーションからJP1イベントを発行

Windows/UNIX/Linux

・JP1/Base

Windows/UNIX/Linux

・JP1/IM - Manager

( ・JP1/Base )

Windows

・JP1/IM - View

[参考]統合管理製品(JP1/IM)とは？
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システム内で発生したWindowのイベントログ、UNIXのsyslog、SNMPトラップ、
任意のアプリケーションログ、業務の実行状況などをJP1イベントとして集中監視できます。

事象 事象 事象 事象 事象

Webサイトの
レスポンス低下

定型業務
遅延ぎみ

Oracle DB
容量不足近づく

ルータ異常

ネットワークの監視から業務の実行監視まで
統合コンソールで分散システム全体の集中
監視が実現できます。

統合システム
運用管理者

重要度に応じてカラー

リング表示されるため、

イベントの重要度を

ひと目で把握可能

イベントコンソール画面

syslog
アプリケーション

ログ

事象

[参考]セントラルコンソールによるイベントの集中管理
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JP1 - Oracle Enterprise Manager連携
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JP1 - Oracle Enterprise Manager連携

• JP1に、Oracle Enterprise Managerが検知したアラートを表示

• アラート受信後、JP1からOracle Enterprise Manager画面にナビゲート

• 連携設定手順書は公開済み
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• 問題の“発見”から“解決”までシームレスに
• Oracle Enterprise Managerによる詳細な監視結果
をJP1内で確認できる

• JP1からシームレスにOracle Enterprise Managerの
問題解決機能の利用が可能

• Oracle DatabaseだけでなくOracle Fusion 

Middleware/アプリケーションに対しても診断
が可能

• 連携設定の簡素化
• 手順書の提供により迅速な連携設定が可能

JP1 - Oracle Enterprise Manager連携
連携のメリット

Oracle 
Database

Oracle 
Fusion

Middleware

アプリケーション
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JP1 - Oracle Enterprise Manager連携
連携の構成

Oracle Enterprise Manager
管理サービス

JP1/IM-Manager

Oracle Database

(1) アラート検知 / 通知

(3) イベントを登録

JP1/Base

Oracle Enterprise Manager
管理エージェント

(2) アラート情報(重大度、メッセージなど)
を引数として、JP1のイベント登録コマンド
を自動実行

JP1/IM-View

(4) 監視

JP1/Base

JP1のイベント登録コマンド
jevsendを使用した連携

25Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved.



JP1 - Oracle Enterprise Manager連携
連携の仕組み

JP1/Base

jevsend -i 999 -m "$MESSAGE" -e 

SEVERITY="$SEVERITY" -e HOST="$HOST" 

アラート発生時に、アラート内容が
自動的に環境変数にセットされる

ex.  jevsend –i 999 –m “表領域TSは100%

フルです” –e severity=“Critical”

HOST=“hi-01”
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JP1 - Oracle Enterprise Manager連携
連携のイメージ（問題発見の連携）
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JP1 - Oracle Enterprise Manager連携
連携のイメージ（問題解決の連携）
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JP1 - Oracle Enterprise Manager連携
OTNに連携設定手順書あります

http://www.oracle.com/technetwork/jp/oem/grid-control/documentation/techinfo-093928-ja.html

1. Oracle Japanトップページ
>>「ダウンロード」メニュー
>>「Enterprise Manager」
クリック

2.ページ左のメニューから
「Enterprise Manager Grid 

Control」クリック

3.ページ中央の「技術情報」
をクリック

4.ページ右列の「その他技術
資料」
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連携を活用した、とあるシステム管理の一か月
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○月3日
データベースの性能問題の発見と分析、解決

Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved. 31

“平均アクティブセッション
数はxxxです”

昨期リリースされた新顧客システムもデータ量がかなり増えて
きています。データベースの性能に問題が出ないかよく見てい
てくださいね

はい、わかりました・・・と言っているそばから
Oracle Enterprise Managerから
アラートが来たぞ

アクティブセッション数が積みあがっている。
業務量自体は極端に増えていないはず、何
か滞留が発生しているのだろうか

JP1/IM Viewer



○月3日
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とりあえずOracle Enterprise Manager
に入って履歴データを見てみよう
発生元サーバーも書かれているから
ナビゲーションも簡単だ

“事象発生元サーバーは
yyy.oracle.comです”

JP1/IM Viewer

Oracle Enterprise Manager メトリック詳細

Active Session History(ASH)

やっぱり突発的な問題ではなくて、
データ量増加にともなってジワジワとセッ
ション数が積みあがってる感じだ

ASHで現在の詳細を見てみよう



○月3日
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ASHなら現在の上位SQLも一瞬でわかって
便利だなぁ。チューニングアドバイザで、これらを

改善する方法を調べてみよう

有用なアドバイスが出たので、これに従ってチュー
ニングを実施・・・よしっ、滞留が解消された



○月15日
サービスレベルの監視と分析
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今日は新サービスの発表があるから、システムの負荷もかなり
あがるでしょう。要注意ですね

はい、どの部分で性能劣化が発生しても
キャッチできるよう、Oracle Enterprise Managerで
ユーザー視点でのモニタリングを実施しています

“「検索業務1」の合計レス
ポンス時間はzzz秒です”

むっ、やはり一部の業務処理が遅く
なっている。さっそく分析してみよう



○月15日
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サービステスト詳細

リクエスト分析

JVM分析

検索業務の性能が急に低下している。ネッ
トワークよりもサーバーで時間がかかって
いるようだな。あやうくクレームを招くところ
だった・・・

「ログイン→検索→ログアウト」の
テストを定期実行し、レスポンス

時間を監視

業務中の1つのリクエストを分解していくと、どうも
データベースよりもアプリケーションで時間がか
かっている。ロック待ちスレッドが多くて同時実行性
が低いのかもしれない。開発部に相談してみよう



○月30日
月次バッチが終わらない？
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“月次バッチジョブ AAA が
規定時間後も実行中です”

(JP1/AJS3より)

“待機イベントクラス
「Application」の待機にかかった
時間はDB時間の70%です”

月次バッチが遅延しているそうですね、業務時間帯に影響が出
そうでしたら対応が必要です。いつごろ終わりそうですか？

確かにJP1/AJS3からバッチ遅延のメッセージが
出ています。もうすぐ終わるなら待ちたいけれど、
もしハングしてるなら・・・

Oracle Enterprise Managerから
は同じDBについてロック待機関連
のアラートが来ているな、何か待
たされているようだ



○月30日
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Active Session History

リアルタイムSQL監視

確かにロック待機が多発している。
待たせている側のセッションは何
か長いSQLを実行しているようだ

リアルタイムSQL監視があるから
こんな時も安心。このSQLはフルス
キャンが94%まで進んでいるから
もう尐し待てばOKそうだ！バッチ全
体も始業までには終わるだろう



おわりに
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JP1 - Oracle Enterprise Manager連携

• シームレスな監視・診断・チューニング

• 最終的な監視コンソールをJP1/IMに統合

• Oracle Enterprise Managerによる詳細
な問題発見結果をJP1/IMに通知

• 問題発生時にはドリルダウンによって詳
細なパフォーマンス管理(診断・チューニ
ング)作業を実施

• OTNで設定手順書を公開
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OracleDB /
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アプリケーション

Oracle Enterprise Manager

JP1 / Integrated Management

他社製品

アラート通知 /
ドリルダウン



FAQ

• 必要な(オラクル側の)ライセンスは？

• アラート通知したいターゲットタイプにより異なります

• (例) Oracle DatabaseのアラートをJP1に通知したい場合

• →Diagnostics Pack (Oracle Database EEオプション)(*)

• サポートされるバージョン、プラットフォームは？

• 以下の組み合わせに対して動作確認が行われています

• JP1/IM – Manager(09-10)およびJP1/Base(09-10) (RHEL5.4)

• Oracle Enterprise Manager 11g Grid Control Release 1 (RHEL5.4)

• このほかの組み合わせにおいても原則として同様の連携が可能です

• (注) 両製品がともにサポート期間内である必要があります

• Oracle Enterprise Manager Grid Controlがサポートする管理対象(Oracle 

Database、WebLogic Server等)とそのバージョンについては下記をご覧ください

• My Oracle Support ナレッジ#412431.1
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(*) チューニングアドバイザやリアルタイムSQL監視の使用にはTuning Packが合わせて必要です



[参考] 連携デモビューレット
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http://www.oracle.com/jp/gridcenter/partner/hitachi/index.html

Oracle GRID Centerホームページ内よりダウンロード可能



OTN×ダイセミ でスキルアップ!!

※OTN掲示版は、基本的にOracleユーザー有志からの回答となるため100%回答があるとは限りません。
ただ、過去の履歴を見ると、質問の大多数に関してなんらかの回答が書き込まれております。

Oracle Technology Network （OTN）

OTN掲示板
オラクル製品の技術について、先輩ユーザと情報を交換してみよう

http://forums.oracle.com/forums/main.jspa?categoryID=484

OTNセミナー オンデマンド
過去のセミナ資料、動画コンテンツが数多くあります

http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/index.html

※ダイセミ事務局にダイセミ資料を請求頂いても、お受けできない可能性がございますので予めご了承ください。
ダイセミ資料はOTNコンテンツ オンデマンドか、セミナ実施時間内にダウンロード頂くようお願い致します。
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OTNセミナー オンデマンド コンテンツ
ダイセミ実施セミナーの動画アーカイブはこちら！！

お好きな時間で受講頂けます。

※掲載のコンテンツ内容は予告なく変更になる可能性があります。
期間限定での配信コンテンツも含まれております。お早めにダウンロード頂くことをお勧めいたします。

最新情報つぶやき中

@oracletechnetjp

OTN トップページ http://www.oracle.com/technetwork/jp/index.html

ページ左「基本リンク」→「OTN セミナー オンデマンド」へ
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Oracle エンジニアのための技術情報サイト

オラクルエンジニア通信
http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/

• 技術資料が見つかる！

• キーワード検索、レベル別、
カテゴリ別、製品・機能別

• コラムでなるほど！！

• オラクル製品に関する技術コラム
を毎週お届け

• 決してニッチではなく、
誰もが明日から使える技術の
「あ、そうだったんだ！」をお届け

オラクルエンジニア通信

最新情報つぶやき中

@oracletechnetjp
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Oracle Databaseの価格ご存知ですか？
問題：

Oracle Databaseの最小構成はいくらでしょうか？

ヒント：

Oracle Standard Edition Oneを

5Named User Plus(指名ユーザ) というのが最小構成です。

問題：

Real Applications Clusters(RAC) Optionはいくらでしょうか？

ヒント：

RACはOracle Database Enterprise EditionのOptionです。

①

②

答えはこちら↓ ログイン不要の簡単見積もり

ライセンス見積もりヘルプ 検索
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■パフォーマンス診断サービス

•Webシステム ボトルネック診断サービス

•データベースパフォーマンス 診断サービス

オラクル社のエンジニアが直接ご支援します
お気軽にご活用ください!

オラクル 無償支援 検索

NEW

■システム構成診断サービス

•Oracle Database構成相談サービス

•サーバー統合支援サービス

•仮想化アセスメントサービス

•メインフレーム資産活用相談サービス

•BI EEアセスメントサービス

•簡易業務診断サービス

■バージョンアップ支援サービス

•Oracle Databaseバージョンアップ支援サービス

•Weblogic Serverバージョンアップ支援サービス

•Oracle Developer/2000(Froms/Reports)
Webアップグレード相談サービス

■移行支援サービス

•SQL Serverからの移行支援サービス

•DB2からの移行支援サービス

•Sybaseからの移行支援サービス

•MySQLからの移行支援サービス

•Postgre SQLからの移行支援サービス

•Accessからの移行支援サービス

•Oracle Application ServerからWeblogicへ
移行支援サービス

ITプロジェクト全般に渡る無償支援サービス

Oracle Direct Conciergeサービス

NEW

NEW
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インストールすることなく、すぐに体験いただけます

製品無償評価サービス

http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html

Web問い合わせフォーム
「ダイデモ」をキーワードに検索することで申し込みホームページにアクセスできます

提供シナリオ一例

・データベースチューニング

・アプリケーション性能・負荷検証

・無停止アップグレード

・Webシステム障害解析

1日5組限定！

※サービスご提供には事前予約が必要です

サービスご提供までの流れ

1. お問合せフォームより「製品評価サービス希望」と必要事項を明記し送信下さい

2. 弊社より接続方法手順書およびハンズオン手順書を送付致します

3. 当日は、弊社サーバー環境でインターネット越しに製品を体感頂けます

47Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved.

http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html
http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html
http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html
http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html
http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html


https://secure.oracle.co.jp/direct/inquiry-form.php

Oracle Direct 検索

あなたにいちばん近いオラクル

Oracle Direct
まずはお問合せください

Web問い合わせフォーム フリーダイヤル

専用お問い合わせフォームにてご相談内容を承ります。

※こちらから詳細確認のお電話を差し上げる場合がありますので、ご登録さ
れている連絡先が最新のものになっているか、ご確認下さい。

0120－155－096

※月曜~金曜 9:00~12:00、13:00~18:00

（祝日および年末年始除く）

システムの検討・構築から運用まで、ITプロジェクト全般の相談窓口としてご支援いたします。

システム構成やライセンス/購入方法などお気軽にお問い合わせ下さい。
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日本オラクル株式会社無断転載を禁ず
この文書はあくまでも参考資料であり、掲載されている情報は予告なしに変更されることがあります。
日本オラクル社は本書の内容に関していかなる保証もいたしません。
また、本書の内容に関連したいかなる損害についても責任を負いかねます。
OracleとJavaは、米国オラクル・コーポレーション及びその子会社、関連会社の登録商標です。
その他の名称はそれぞれの会社の商標の可能性があります。

本プレゼンテーションは、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約書または合意書に組み込むことはできません。


